
   

体に例えるなら『体幹を鍛える２学期』 

 皆さん、元気ですか。皆さんにとって、こころと体のリフレッシュを図る夏休みはいかがでした

か。私自身の夏休みを振り返ってみると、知多地方体育大会の運営に始まり、夏の甲子園大会のテ

レビ視聴、健康づくりの実践、買いだめしてあった本の読書三昧。こころと体を休めるとともに、

こころと体に栄養を与えることができた夏休みだったと感じています 

さて、見出しのタイトルにあるように､先を見通せば、『卒業まであと１２４日』を残すのみとな

りました。１～５年生も１２４日＋２日で今の学年が終了します。 

２学期は、一年間で一番長い学期と言えますが、実質７５日です。『過ぎてみれば一番早かった』

という声もよく耳にします。 

そして、一年間の締めくくりとなる３学期は、実質４９日となり、２学期のほぼ半分しかありま

せん。併せて、３学期は、次の学年の０学期となります。『終わりがあるからこそ、今を大切に』

と考えます。 

話は変わりますが、人間の体で大切なのは、『体幹』だと思います。体幹は、上半身と下半身の

パイプ役を果たします。それに例えるなら、２学期は、１学期と０学期をつなぐパイプ役となる学

期となります。 

終わりがある時間を見通しながら、『今、何ができるのか』『いつまでに何をしなければいけな

いのか』を考えて生活していくことが求められます。特に、６年生にとっては、 

『小学校生活における最後の〇〇』が続いていきます。時間には限りがあり、 

終わりがあります。過ぎ去ってから、『あのとき、こうしておけばよかった』 

『もっと〇〇しておけばよかった』という後悔をしないようにしましょう。 

そして、限りある時間を有効に活用し、日々の生活を充実したものにでき 

るよう、計画的に過ごせたらいいですね。 
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２学期がスタートするとともに、各学級で『２学期の目標』を考える時間があると思いま

す。目標の立て方は、人それぞれあると思いますが、目標の立て方は、『ねらい』によって変

わってくると思います。もし、１学期の目標と反省を生かそうと 

思うなら、『点』でなく、『線』をお勧めします。右に示したピラ 

ミッドのように、１学期の土台の上に２学期がありますよね。 

１学期の目標に対しての課題をどう克服していくかを２学期の 

目標にするのも１つです。選択するのはあなた自身です。 

 

目標は、『点』でなく、『線』をお勧めします！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９月の主な行事予定】  
月／日 曜日 予  定 月／日 曜日 予  定 

９／１ 火 第２学期始業式 ９／１６ 水  

２ 水 給食開始（５時間授業）  １７ 木 児童会役員選挙（掃除なし・４０分授業） 

３ 木 ⑥委員会活動 １８ 金 社会見学（５年） 

４ 金  １９ 土  

  ５ 土    ２０ 日  

  ６ 日    ２１ 月   敬老の日 

  ７ 月 朝会   ２２ 火     国民の祝日 

  ８ 火 社会見学（３年）   ２３ 水 秋分の日 

  ９ 水 口座振替日   ２４ 木 ⑥クラブ活動 

１０ 木 代表委員会１５：００   ２５ 金 
半田特別支援学校交流（５年） 

⑤薬物乱用防止教室（６年） 

１１ 金  ２６ 土 板山区防災訓練（準備） 

１２ 土  ２７ 日 板山区防災訓練 

１３ 日  ２８ 月 朝会・教育実習（～１０／１６） 

１４ 月  ２９ 火 ⑤⑥高齢者体験（４年） 

１５ 火  ３０ 水 半田特別支援学校交流（２年） 
 

あらためて『当たり前に感謝』を学んだ夏休み 

１ 歴史から学ぶ感謝 

皆さんもご承知のとおり、夏休み中に歴史上、忘れてはいけない重要な出来事がありま 

したね。 

 

 

 

上記がそれに該当するかと思います。昨年、本校は、学校移転５０年・創立１５０周年 

を迎えることができ、私は、式典の中で次のようなメッセージを語りました。 

 

 

 

 

２ 自然災害から学ぶ感謝 

  令和８年熊本地震及び関東圏における豪雨災害が起こり、自然の力に対して、私たちは 

無力だと痛感しました。私たちにできることは限られていますが、この自然災害を自分の 

事として捉え、意識を変え、行動で示していくことが大事ではないでしょうか。 

 総じて、近々起こるだろうと言われている南海トラフ地震に向けて非常用持出品の準備 

とこころの準備を加速度的に進めるとともに、『今』という平和や目の前の当たり前に対し 

て、『感謝』の気持ちをもつことができたなら、ちょっと生活を見つめる目が変わると思い 

ます。その見つめる目を軸に、世の中を見ていけると行動も変わると思います。 

 

 

 

 

８月 ６日『広島平和記念日（原爆の日）』 

８月 ９日『長崎原爆の日（ながさき平和の日）』 

８月１５日『終戦の日（戦没者を追悼し平和を祈念する日）』 

本校がこうして移転５０年・創立１５０周年を迎えることができたのも、板山地区の先人の方々が、

戦後の苦しみや悲しみに耐え、必死に生き抜いたおかげだと感じています。 

 その当時では想像もつかない『今』は、これまでに命をなくした先人たちが生きたかった未来なのです。 


